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宿南地区自治協議会 
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Email: kyosyukunami@maia.eonet.ne.jp 

「まん延防止等重点措置」の適用 

１月２７日（木）から２月２０日（日）まで、まん延防止重点措置が適用されました。新型コロナ感

染症の感染者数が増加傾向にあります。第６波では「オミクロン株」での感染拡大が止まりません。

今までも行っておりますが基本的な感染対策の徹底をお願いいたします。三密（密接 密集 密閉）

の回避 マスク着用（不織布マスクを奨励） 手洗い うがい 手指消毒 換気等 従来通りの予防

対策を行いましょう。 

書き初め展開催

中 宿南小学校全校生の書き初めを、 

ふれあい倶楽部で展示しております。 

力作を見においで下さい。 

６年生 今年の抱負 

養父市がこの法人と「災害時における連携協力に関す

る協定」を結ぶにあたり、現地の被災地視察先として 

平成１６年台風２３号により被災した宿南地区が選定 

され１２月２７日（月）役員４名が来訪されました。 

当時の被災状況を写真等で確認、青山川樋門をはじめ

とした対策工事の状況や住民の復旧活動の様子等につい

て説明と意見交換をしました。  

※AMDA は岡山県に本部を置く国際的な医療ボランティア組織 

特定非営利活動法人ＡＭＤＡ
ア ム ダ

の視察受け入れ 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草庵先生紹介 
 

日記 ３６ 

 

池田草庵は松やもみ、かしの木を好んでいた。これらの木が天に向かって伸び、冬の寒さの中でも凛
りん

と

して立っている姿にひかれていた。青谿書院を開いて間もなく、門人たちとこれらの木を庭に植え、それ

が大きく成長する姿は書院のシンボルであった。 

 しかし、日記にはそれらの木だけでなく桜も庭に植えていたことが書かれている。庭に桜の花が咲く

のを楽しみにしていたのだ。桜には様々な種類があるが、草庵は「桜」とだけ書いている。「今日、池口

家の主人が庭に桜の木を一株植えてくれる」（弘化４〈１８４７〉年１０月１２日） 

「今日、庭際に桜２株植える」（同１５日）数年してこれらの木が成長して花を咲かせるようになって

きた。「午後、兄嫁やおいの妻たちを招いて桜の花を夕方まで観賞する」（安政２〈５５〉年２月３０日）

「講義の後、塾生と庭で桜の花を見ながら小酌。横になって休む」（慶応４〈６８〉年３月１４日） 

書院の庭にも桜が咲いて春が来るのだ。山影にある青谿書院の庭は、いつまでも雪があり春が遅い。桜

は里よりだいぶん遅れて咲き始める。庭の桜が咲くのを、草庵はいつも待ちかねていた。花が咲くと、

草庵は一人では楽しまない。周りの人や知人を招いて一緒に楽しんだ。植えてから２０年余りが過ぎて

桜も大きな木になっていた。春になるとたくさんの花が咲き、やはり周りの人たちと楽しんだことが日

記には書かれている。「塾生たちと庭で桜の花をめでながら、小酌。横になって休む」（明治３〈７０〉

年３月１日）「今日は桜の花満開で、婦人たちが何人かやってくる。村人も訪れる。みんな楽しく花をめ

でる。昼間から小酌して横になる」（同３日） 

３月３日（旧暦）で雛
ひな

の節句だったのだろうか。ちょうど桜の花は満開になり、村人も村の婦人たち

も花を楽しみにやってきて、青谿書院の庭はにぎやかになってきた。こんな時には草庵もお酒の一杯も

飲んで、珍しく華やいだ気分の一日だったことだろう。 

 て膨らんできます。 

 

身近で見られる植物 ⑨ 

行事予定 

３月 ３日（木）もみの木里帰り式典（青谿書院） 

スギ〈ヒノキ科〉 

池田草庵先生に学ぶ会 

節分とは 

今年の節分は２月３日でした。 

節分は「立春」の前日に当たり、立春は暦のうえでは

春の始まりの季節のこと。節分は冬の終わりの日。 

翌日から新しい季節が始まる区切りの日。 

豆まきは、邪気や悪いものを落として新しい年に 

幸運を呼び込むことが目的で行っている。「鬼は外！

福は内！」の掛け声を掛けて行い（窓の開閉も忘れ

ず）、最後に「年取り豆」自分の歳の数プラス１個を

食べる。翌年１年間を無病息災で過ごせるようにとの

願いを込めて。 

青谿書院の桜の花を
塾生や村の人達も楽
しんだ 

宮崎和夫さん作 

雄花 

雌花 

球果 

これからの季節、花粉症の方には辛い季節に

なりますが、その元凶と言われるスギを紹介し

ます。スギは日本原産の常緑針葉樹で、まっす

ぐに育ち、柱や板材に加工しやすいことから 

日本全国に広く植林されました。今の時期、 

花粉を出す雄花がたくさん着いているのを見る

ことができます。雌花は緑色をしているので目

立ちませんが、球果となって膨らんできます。 

 

２月２６日 ボウリング大会 および ３月１３日 村民号

（出雲方面）はコロナ感染症の終息が見られないため 

中止とさせていただきました。ご了承ください。 

お知らせ 


